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 要  旨 
 
受注生産のように注文を受けてから生産を始める場合、需要予測は極めて困難
であり、注文が時々刻々と到着をするなかで動的にスケジューリングを行う必要
がある。 
本研究では、現実の生産システムとしてしばしば用いられるフレキシブルフロ
ーショップを対象として取りあげる。そして、オンラインスケジューリングの考
え方を用い、仕事が各工程に到着した時点での機械の負荷、処理時間、納期、目
標工期係数によって決定される“目標工期”をもとにスケジューリングを行い、
納期までの余裕時間を有効に利用することにより、納期遅れを減少させるアルゴ
リズムを提案する。 
評価基準として、最大納期遅れ、総納期遅れ、納期遅れ仕事数の３つをもとに
アルゴリズムの評価を行う。アルゴリズムは、目標工期を設定することにより、
機械の負荷のバランスをとりながら、納期遅れを減少させることを目指す。目標
工期とは、“その工程の処理をその時刻までに完了させなければならない基準値”
である。 
アルゴリズムの概要は、仕事が各工程に到着した際に、遊休機械が存在する場
合は、遊休の機械に仕事をスケジュールし、すぐにその仕事の処理を開始する。
一方、遊休機械が存在しない場合は、仕事をスケジュールしても目標工期を超え
ない機械の中で、仕事の完了時刻が最大の機械にスケジュールする。 
アルゴリズムの有効性を検証するためにシミュレーションを行い、その結果、
負荷率の大きい場合において第1工程の目標工期を大きくとり、その後の工程は
FIFO(First in First Out)に近いものとし、負荷率が小さい場合には、第1工程か
ら目標工期係数を緩やかに減少させることで、有効な結果を得られることが分か
った。納期係数と負荷率の値によって適切な目標工期係数と変化率を設定するこ
とが、3つの納期基準に関して有効であることが分かった。また、3つの納期基準
を最小にする目標工期係数の値は、納期基準ごとに異なり、どの納期基準を優先
させるかという判断も必要となる。 
